
過去に糖尿病治療歴あり

・保健指導実施者数

・受診につながった

数

・対象者数の経年変

化

・健診データの経年

変化

青森市糖尿病性腎症重症化予防プログラム（案）

＜目的＞

全国と比較し、本市男性の糖尿病の死亡は約1.5倍、糖尿病が大きな起因と言われている腎不全による死亡が、男性で約1.7倍、女性で約1.5倍に及び、国保の特定健康診査では、男性で約5割、女性で約2割が肥満となっている。本市の糖尿病対策

に戦略的に取り組むため、糖尿病が重症化するリスクの高い医療機関未受診者、治療中断者、治療中の者のうち医師が必要と認める者に対して、医療機関と連携して保健指導を行い、腎症等の糖尿病重症化を防止することにより、市民の健康寿命延

伸を図る。

対象者 保健指導の流れ（保健指導は青森糖尿病療養指導士資格を有する保健師のほか、管理栄養士、看護師等が実施）
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特定健康診査で

糖尿病のリスクが高いと判定され、

かつ、糖尿病治療中でない者

A

保健指導 保健指導

保
健
師
が
糖
尿
病
連
携
手
帳
に
指
導
内
容
を
記
載

評価

過去に糖尿病治療歴あり

過去の特定健康診査で

糖尿病のリスクが高いと判定さ

れ、

かつ、治療放置と思われる者

治療中で医師が必要と認めた者
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直近1年において健診未受診であり、

かつ、レセプトで治療歴のない者
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・糖尿病の情報提供

による受診勧奨

・糖尿病を専門的に

診療することがで

きる医療機関の情

報提供
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過去の特定健康診査で

HbA1c7.0％以上であるが、

直近1年の健診において未受診であり、

かつ、レセプトで治療歴のない者

特定健康診査で

空腹時血糖値126mg/dl（随時血糖値200mg/dl）

以上またはHbA1c6.5％以上で、

かつ、糖尿病治療中でない者
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・血管の変化が起きている段階や

危険度などを色や数字で「見え

る化」した「健診結果構造図」

を用いて、自分の健康リスクを

実感しやすく、データの改善に

向け生活習慣の見直しが行動化

できるよう、わかりやすい保健

指導を行う。

・受診の必要性について理解を促す。

・ の連絡ツールにより、

かかりつけ医、専門医へ情報提

供を行い医療にしっかりつなぐ。
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・ の医師の指示に基づき、

糖尿病の知識や治療継続の必要性

の理解を得る。

・食生活に関する指導

・禁煙に関する指導

・服薬に関する指導 等

健診結果構造図等を活用した

わかりやすい保健指導

D

治療継続において食生活、喫煙等の生活習慣

の指導が必要と判断され、本人が了解した者

※以下は、保健指導対象者から除外する。

・75歳以上の者

・がん等で終末期にある者

・認知機能障害にある者

※「特定健診等データ管理システム」より抽出

※国保中央会が作成した対象者抽出ツール、国保レセプトより抽出
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医師の指示に基づいた
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過去に特定健康診査を受けず、

かつ、治療放置と思われる者
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委員会による評価会


